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平成20年3月期　連結決算  第２四半期 前期実績・当期実績比較　及び　前通期実績・当通期計画比較

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

売 上 高 6,512,024 100.0 5,879,534 100.0 ▲632,490 ▲9.7 265,565 100.0 424,672 100.0 159,107 59.9 6,773,986 100.0 6,302,821 100.0 ▲471,165 ▲7.0 2,397,398 100.0 2,401,424 100.0 4,026 0.2 82,997 100.0 99,742 100.0 16,745 20.2 64,526 100.0 73,726 100.0 9,200 14.3 9,212,790 100.0 8,773,665 100.0 ▲439,125 ▲4.8

売 上 原 価 4,352,997 3,949,567 ▲403,430 146,750 225,742 78,992 4,496,144 4,173,924 ▲322,220 1,942,372 1,900,693 ▲41,679 41,001 52,466 11,465 43,265 45,116 1,851 6,406,454 6,073,490 ▲332,964

売 上 総 利 益 2,159,027 33.2 1,929,967 32.8 ▲229,060 ▲10.6 118,814 44.7 198,929 46.8 80,115 67.4 2,277,841 33.6 2,128,896 33.8 ▲148,945 ▲6.5 455,026 19.0 500,731 20.9 45,705 10.0 41,996 50.6 47,275 47.4 5,279 12.6 21,261 33.0 28,610 38.8 7,349 34.6 2,806,335 30.5 2,700,174 30.8 ▲106,161 ▲3.8

販売費及び一般管理費 1,619,339 1,684,002 64,663 113,106 140,725 27,619 1,732,446 1,824,728 92,282 458,346 447,501 ▲10,845 62,061 47,637 ▲14,424 24,476 23,805 ▲671 2,269,143 2,337,218 68,075

営 業 利 益 539,687 8.3 245,964 4.2 ▲293,723 ▲54.4 5,707 2.2 58,203 13.7 52,496 919.9 545,395 8.1 304,168 4.8 ▲241,227 ▲44.2 ▲3,320 ▲0.1 53,229 2.2 56,549 －　 ▲20,064 ▲24.2 ▲361 ▲0.4 19,703 －　 ▲3,214 ▲5.0 4,804 6.5 8,018 －　 537,191 5.8 362,956 4.1 ▲174,235 ▲32.4

営 業 外 収 益 121,853 143,194 21,341 － 64 64 121,854 143,258 21,404 21,075 35,795 14,720 1,275 1,462 187 101 80 ▲21 76,420 112,733 36,313

営 業 外 費 用 22,677 80,735 58,058 － － － 22,677 80,735 58,058 39,034 31,239 ▲7,795 2,402 3,696 1,294 2 － ▲2 53,186 113,123 59,937

経 常 利 益 638,864 9.8 308,423 5.3 ▲330,441 ▲51.7 5,707 2.2 58,267 13.7 52,560 921.0 644,572 9.5 366,691 5.8 ▲277,881 ▲43.1 ▲21,279 ▲0.9 57,785 2.4 79,064 －　 ▲21,192 ▲25.5 ▲2,595 ▲2.6 18,597 －　 ▲3,116 ▲4.8 4,884 6.6 8,000 －　 560,426 6.1 362,566 4.1 ▲197,860 ▲35.3

特 別 利 益 20,791 227,176 206,385 － － － 20,791 227,176 206,385 6,066 508 ▲5,558 － － － － － － 26,722 227,562 200,840

特 別 損 失 25,975 50,187 24,212 － － － 25,975 50,187 24,212 3,888 152 ▲3,736 － － － － － － 4,653 41,565 36,912

税 引 前 当 期 利 益 633,680 9.7 485,411 8.3 ▲148,269 ▲23.4 5,707 2.2 58,267 13.7 52,560 921.0 639,387 9.4 543,679 8.6 ▲95,708 ▲15.0 ▲19,101 ▲0.8 58,142 2.4 77,243 －　 ▲21,192 ▲25.5 ▲2,595 ▲2.6 18,597 －　 ▲3,116 ▲4.8 4,884 6.6 8,000 －　 582,495 6.3 548,563 6.3 ▲33,932 ▲5.8

( 法 人 税 等 ) (226,000) (63,000) (▲163,000) (－) (－) (－) (226,000) (63,000) (▲163,000) (15,200) (4,000) (▲11,200) (－) (－) (－) (247) (1,038) (791) (241,447) (68,038) (▲173,409)

( 税 効 果 ) (16,611) (98,796) (82,185) (－) (－) (－) (16,611) (98,796) (82,185) (6,226) (▲192) (▲6,418) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (33,122) (106,089) (72,967)

税 合 計 242,611 161,796 ▲80,815 － － － 242,611 161,796 ▲80,815 21,426 3,807 ▲17,619 － － － 247 1,038 791 274,569 174,128 ▲100,441

税 引 後 当 期 利 益 391,068 6.0 323,615 5.5 ▲67,453 ▲17.2 5,707 2.2 58,267 13.7 52,560 921.0 396,776 5.9 381,883 6.1 ▲14,893 ▲3.8 ▲40,527 ▲1.7 54,334 2.3 94,861 －　 ▲21,192 ▲25.5 ▲2,595 ▲2.6 18,597 －　 ▲3,363 ▲5.2 3,846 5.2 7,209 －　 307,925 3.3 374,435 4.3 66,510 21.6

少 数 株 主 利 益 － － － － － － － － － － － － － － － － － － ▲14,412 16,498 30,910

当 期 純 利 益 391,068 6.0 323,615 5.5 ▲67,453 ▲17.2 5,707 2.2 58,267 13.7 52,560 921.0 396,776 5.9 381,883 6.1 ▲14,893 ▲3.8 ▲40,527 ▲1.7 54,334 2.3 94,861 －　 ▲21,192 ▲25.5 ▲2,595 ▲2.6 18,597 －　 ▲3,363 ▲5.2 3,846 5.2 7,209 －　 322,338 3.5 357,936 4.1 35,598 11.0

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

売 上 高 13,134,626 100.0 12,400,000 100.0 ▲734,626 ▲5.6 670,511 100.0 900,000 100.0 229,489 34.2 13,800,924 100.0 13,300,000 100.0 ▲500,924 ▲3.6 5,100,962 100.0 5,035,424 100.0 ▲65,538 ▲1.3 160,184 100.0 239,338 100.0 79,154 49.4 134,695 100.0 166,217 100.0 31,522 23.4 18,975,347 100.0 18,495,635 100.0 ▲479,712 ▲2.5

売 上 原 価 8,745,646 8,310,000 ▲435,646 359,440 528,630 169,190 9,100,874 8,838,630 ▲262,244 4,080,761 4,002,758 ▲78,003 73,012 122,266 49,254 85,380 108,044 22,664 13,109,089 12,826,354 ▲282,735

売 上 総 利 益 4,388,979 33.4 4,090,000 33.0 ▲298,979 ▲6.8 311,070 46.4 371,370 41.3 60,300 19.4 4,700,050 34.1 4,461,370 33.5 ▲238,680 ▲5.1 1,020,200 20.0 1,032,666 20.5 12,466 1.2 87,171 54.4 117,072 48.9 29,901 34.3 49,314 36.6 58,173 35.0 8,859 18.0 5,866,258 30.9 5,669,281 30.7 ▲196,977 ▲3.4

販売費及び一般管理費 3,246,219 3,417,162 170,943 246,605 271,370 24,765 3,492,824 3,688,532 195,708 907,624 873,066 ▲34,558 126,096 98,116 ▲27,980 52,800 49,060 ▲3,740 4,564,425 4,702,574 138,149

営 業 利 益 1,142,759 8.7 672,838 5.4 ▲469,921 ▲41.1 64,465 9.6 100,000 11.1 35,535 55.1 1,207,225 8.8 772,838 5.8 ▲434,387 ▲36.0 112,575 2.2 159,600 3.2 47,025 41.8 ▲38,925 ▲24.3 18,956 7.9 57,881 －　 ▲3,485 ▲2.6 9,113 5.5 12,598 －　 1,301,833 6.9 966,707 5.2 ▲335,126 ▲25.7

営 業 外 収 益 203,736 144,331 ▲59,405 － － － 203,736 144,331 ▲59,405 55,842 113,294 57,452 4,061 － ▲4,061 326 165 ▲161 198,007 257,790 59,783

営 業 外 費 用 45,020 108,737 63,717 2,620 － ▲2,620 47,641 108,737 61,096 66,058 153,415 87,357 6,756 4,490 ▲2,266 6 － ▲6 116,235 266,642 150,407

経 常 利 益 1,301,474 9.9 708,432 5.7 ▲593,042 ▲45.6 61,845 9.2 100,000 11.1 38,155 61.7 1,363,320 9.9 808,432 6.1 ▲554,888 ▲40.7 102,360 2.0 119,479 2.4 17,119 16.7 ▲41,620 ▲26.0 14,466 6.0 56,086 －　 ▲3,165 ▲2.4 9,278 5.6 12,443 －　 1,383,605 7.3 957,855 5.2 ▲425,750 ▲30.8

特 別 利 益 31,355 227,176 195,821 － － － 31,355 227,176 195,821 19,697 － ▲19,697 － － － － － － 50,747 227,176 176,429

特 別 損 失 57,219 50,187 ▲7,032 － － － 57,219 50,187 ▲7,032 76,110 － ▲76,110 － － － － － － 84,296 50,187 ▲34,109

税 引 前 当 期 利 益 1,275,610 9.7 885,421 7.1 ▲390,189 ▲30.6 61,845 9.2 100,000 11.1 38,155 61.7 1,337,456 9.7 985,421 7.4 ▲352,035 ▲26.3 45,946 0.9 119,479 2.4 73,533 160.0 ▲41,620 ▲26.0 14,466 6.0 56,086 －　 ▲3,165 ▲2.4 9,278 5.6 12,443 －　 1,350,056 7.1 1,134,844 6.1 ▲215,212 ▲15.9

( 法 人 税 等 ) (460,000) (245,000) (▲215,000) (－) (－) (－) (460,000) (245,000) (▲215,000) (34,000) (50,000) (16,000) (－) (－) (－) (247) (2,216) (1,969) (494,247) (297,216) (▲197,031)

( 税 効 果 ) (154,040) (110,000) (▲44,040) (－) (－) (－) (154,040) (110,000) (▲44,040) (131,084) (－) (▲131,084) (－) (－) (－) (－) (－) (－) (305,454) (110,000) (▲195,454)

税 合 計 614,040 355,000 ▲259,040 － － － 614,040 355,000 ▲259,040 165,084 50,000 ▲115,084 － － － 247 2,216 1,969 799,701 407,216 ▲392,485

税 引 後 当 期 利 益 661,570 5.0 530,421 4.3 ▲131,149 ▲19.8 61,845 9.2 100,000 11.1 38,155 61.7 723,415 5.2 630,421 4.7 ▲92,994 ▲12.9 ▲119,137 ▲2.3 69,479 1.4 188,616 －　 ▲41,620 ▲26.0 14,466 6.0 56,086 －　 ▲3,412 ▲2.5 7,062 4.3 10,474 －　 550,355 2.9 727,628 3.9 177,273 32.2

少 数 株 主 利 益 － － － － － － － － － － － － － － － － － － ▲41,721 24,193 65,914

当 期 純 利 益 661,570 5.0 530,421 4.3 ▲131,149 ▲19.8 61,845 9.2 100,000 11.1 38,155 61.7 723,415 5.2 630,421 4.7 ▲92,994 ▲12.9 ▲119,137 ▲2.3 69,479 1.4 188,616 －　 ▲41,620 ▲26.0 14,466 6.0 56,086 －　 ▲3,412 ▲2.5 7,062 4.3 10,474 －　 592,077 3.1 703,435 3.8 111,358 18.8

 (平成19年3月期)  (平成20年3月期) 増減額 及び 増減率 (平成19年3月期)  (平成20年3月期) 増減額 及び 増減率  (平成19年3月期)  (平成20年3月期) 増減額 及び 増減率

当期見直し後計画
通　　　　　　期

差　　　異
前 期 実 績
通　　　　 期

当期見直し後計画
通　　　　　　期

 (平成20年3月期) 増減額 及び 増減率  (平成19年3月期)  (平成20年3月期) 増減額 及び 増減率

当期見直し後計画
通　　　　　　期

 (平成19年3月期)  (平成20年3月期) 増減額 及び 増減率  (平成19年3月期)  (平成20年3月期) 増減額 及び 増減率  (平成19年3月期)

差　　　異差　　　異
前 期 実 績
通　　　　 期

当期見直し後計画
通　　　　　　期

差　　　異
前 期 実 績
通　　　　 期

差　　　異
前 期 実 績
通　　　　 期

当期見直し後計画
通　　　　　　期

差　　　異
前 期 実 績
通　　　　 期

第４四半期
(通　　　期)

前 期 実 績
通　　　　 期

当期見直し後計画
通　　　　　　期

差　　　異
前 期 実 績
通　　　　 期

当期見直し後計画
通　　　　　　期

 (平成19年3月期)  (平成20年3月期) 増減額 及び 増減率

第２四半期
(中間決算)

前 期 実 績
第２四半期

当 期 実 績
第２四半期

差　　　異
前 期 実 績
第２四半期

当 期 実 績
第２四半期

当 期 実 績
第２四半期

GL Sciences, Inc. (USA) (分析機器事業)

 (平成19年3月期)  (平成20年3月期)

連　結　決　算

増減額 及び 増減率  (平成19年3月期)  (平成20年3月期) 増減額 及び 増減率 増減額 及び 増減率 (平成19年3月期)  (平成20年3月期)

ジーエルサイエンス㈱ (分析機器事業) ジーエルサイエンス㈱ (自動認識事業) ジーエルサイエンス㈱ 個別決算  (分析機器＋自動認識) テクノクオーツ (連結) (半導体事業) ATAS GL International B.V. (分析機器事業)
●通期　①前期 実績/②当期 見直し後計画

 (平成19年3月期)  (平成20年3月期)

差　　　異
当 期 実 績
第２四半期

差　　　異

 (平成19年3月期)  (平成20年3月期) 増減額 及び 増減率  (平成19年3月期)  (平成20年3月期)

2007年(平成19年) 12月5日

ジーエルサイエンス 7705

差　　　異 差　　　異
前 期 実 績
第２四半期

前 期 実 績
第２四半期

当 期 実 績
第２四半期

当 期 実 績
第２四半期

テクノクオーツ (連結) (半導体事業) ATAS GL International B.V. (分析機器事業)

差　　　異
前 期 実 績
第２四半期

前 期 実 績
第２四半期

当 期 実 績
第２四半期

差　　　異
前 期 実 績
第２四半期

GL Sciences, Inc. (USA) (分析機器事業) 連　結　決　算

●第２四半期　①前期 実績/②当期 実績
ジーエルサイエンス㈱ (分析機器事業) ジーエルサイエンス㈱ (自動認識事業) ジーエルサイエンス㈱ 個別決算  (分析機器＋自動認識)

増減額 及び 増減率 増減額 及び 増減率

- １ -



注) 設備投資には、長期前払費用を含んでおります。 注) 設備投資には、長期前払費用を含んでおります。 注) 設備投資には、長期前払費用を含んでおります。

研究開発費

研究開発費対製品売上比率 (%)

注意) 上記試験研究費 及び 対製品売上高比率は、ジーエルサイエンス㈱ 個別(単体)ベースにて計算されております。

配当金総額 (百万円)

１株当たり配当金 (円/,年間)

配当性向 (連結) (%)

注意) 平成19年３月より、「資本利益率 (個別)」から 「売上高利益率 (連結)」に内容を変更いたしました。 配当性向 (個別) (%)

注意) 平成19年３月より、「自己資本比率 及び 配当性向(個別)」から 「配当の状況」に基づいた内容に変更いたしました。

会社別 実績 及び 計画数値 (単位:百万円)

39.9□ 27.9 23.3 34.8

'05/3期
'08/3期

'08/3中間
予　測

'06/3期 '07/3期
予　測

'05/3期 '06/3期 '07/3期
'08/3期

予　測

'08/3期
'07/3期 '08/3中間

予　測
'08/3中間'07/3期

703  357  

9.8
5.2

'08/3期(予)

6.9

'06/3期'05/3期

1,383  
592  

1,159  

'06/3期 '07/3期

1,301  

1,009  
1,641  

957  
1,229  

1,797  

1,552  
1,246  

1,193  
1,197  
1,287  
1,739  

579  16,655 計

分析機器 事業

半 導 体 事 業

自動認識 事業

12,635 
3,581 

3,762  
3,234  

489  

854  
922  

1,102  

'06/3期'05/3期
1,104  

6,302  

'08/3期中間

経 常 利 益

'08/3期

DATA FILE 2007/9

1,379  
1,798  

1,888  
1,969  

672  

10.1

ジーエルサイエンス株式会社
分析機器事業

5.8 売上高経常利益率

1,759  
1,101  

'08/3中間'05/3期 '06/3期 '07/3期'08/3中間

7705ジーエルサイエンス

予　測

1,302  

そ の 他 ( 商 品 )

計

当 期 純 利 益

売上高営業利益率

売上高経常利益率

営 業 利 益

経 常 利 益

ジーエルサイエンス株式会社

ガスクロマトグラフ(製品)

液体クロマトグラフ(製品)

3,871  
3,650  

4,082  
3,504  

4,041  
3,126  

'05/3期

そ の 他 ( 製 品 )

ガスクロマトグラフ(商品)

液体クロマトグラフ(商品)

営 業 利 益304  1,249  
'08/3期(予)

1,220  

13,300  

1,706  

966  
957  

900 
18,495 

1,363  
723  

1,207  772  
808  366  

設 備 投 資

減 価 償 却 費

723 
141 減 価 償 却 費

822 
9 

25 
9 422 

設 備 投 資

294 416 
1,064 

377 
1 
5 

46 323 70 
393 

39 
196 

329

264 
355 
289 

379 193 41 
7 

3 

362  
362  

'08/3期(予)

'08/3期中間 '08/3期(予)

'05/3期

減 価 償 却 費5,035 
438 

'07/3期

250 

'05/3期

'05/3期 '06/3期 '07/3期

13,800  12,951  12,941  

1,471  
1,461  
1,313  

723  

'06/3期 '07/3期 '08/3期中間
1,751  

'08/3期(予)'06/3期 '07/3期 '05/3期 '06/3期 '08/3期中間'07/3期'05/3期'08/3期(予)
12,560 172 設 備 投 資

'06/3期 '07/3期 '08/3期中間

7.9

'08/3期(予) '08/3期中間'08/3期(予)

659
7.6

673
6.6

21 

'06/3期 '07/3期 '08/3期中間 '08/3期(予)

'08/3期中間

8.4

'05/3期

6.3
574

◆
537

5.8 売上高営業利益率

381  630  

'08/3期中間 '08/3期(予)

4.8

当 期 純 利 益

6.6
'05/3期

'05/3期

195
35.04.16.9◆

'06/3期 '07/3期

8.7
9.9

9.7
13.6

'05/3期

9.4
▲7.3

ATAS GL Ineternational B.V.
自動認識事業

5.26.1 4.16.6

ジーエルサイエンス株式会社 (個別) テクノクオーツ株式会社 (連結)

2007年(平成19年) 12月5日

8,773 

'07/3期
13,332 

'05/3期
'08/3期

16,785 

12,440 
3,719 

625 

45.0

18,975 

6,006 
2,343 

'06/3期 '07/3期 '08/3中間

'06/3期

'05/3期 '06/3期

'08/3期中間

423 
4,976 

666 

'08/3中間
'08/3期

予　測

GL Sciences, Inc. (USA) 連　結　決　算

'07/3期
予　測

'06/3期
'08/3期

'05/3期

'07/3期

251
45.0
42.5

'08/3期(予)

251
45.0
35.838.8

'06/3期

251

25.4

0

5,000

10,000

15,000

20,000

(百万円) 売 上 高 (個別)

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

(百万円) 売 上 高 (連結)

0

500

1,000

1,500

2,000

(百万円) 営業利益/経常利益/当期純利益 (個別)

0

500

1,000

1,500

2,000

(百万円)
営業利益/経常利益/当期純利益 (連結)

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

(％) 売上高利益率 (個別)

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

(％) 売上高利益率 (連結)

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

(百万円)

(分析機器事業)

設備投資 及び 減価償却費

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

0

100

200

300

400

500

600

700

800

対製品売上比率 (％)研究開発費 (百万円)

研究開発費 及び 対製品売上比率 (個別)

0

200

400

600

800

1,000

1,200

(百万円)
(半導体事業) 

設備投資 及び 減価償却費

0

10

20

30

40

50

(百万円)
(自動認識事業)

設備投資 及び 減価償却費

0

10

20

30

40

50

60

70

0

50

100

150

200

250

300

'05/3期 '06/3期 '07/3期 '08/3期(予)

１株当たり配当金

配当性向配当金総額 (百万円) 配 当 の 状 況

2,128

13,300

630381100

100 1,041

1,302100

58

6,302

304

366

543

323

1,759

1,802

1,101

61

61

58

28

28485

188

424

▲89

723

1,207

1,363

1,337

13,800

28

76

264

670 5,0352,401

4,700 4,461

12,941

76

900

58

1,249

633 5,1003,8423,690

▲41 ▲2

500 1,032852

▲94

847 1,020

▲37 ▲76

159

57 119

11958

▲32

53

▲58808

45

▲44

16

28▲134985

102

772 112

▲140

4,531

76

64

61

85

672

371

100

885

530

12,400

4,090

672

708

13,134

4,388

1,142

12,315

311

12,951

4,468

1,22058

198

28245

4,266

1,163

5,879 447

税 引 前 当 期 利 益

当 期 純 利 益

1,275

営 業 利 益

12,512

4,280

経 常 利 益

売 上 高

売 上 総 利 益 1,929

661

1,192

1,274

1,013

644

1,726

1,025

1,3011,683 308 4 9

4 9

3 7

14

73 166

28 58

▲3 4 9

0

3 ▲119 54

▲3

69

99

47

18

33

0

0▲41

▲41 ▲2

▲314▲2

14

16,655

88 65 49

121 134160

87

239

117

18,975

1,159

5,406

▲23 ▲53 1,104▲38 0

174 148

957

1,134

8,773 18,495

966

5,474 5,866 2,700 5,669

16,785

1,102 1,641 1,383 362

1,301 362

703▲37 ▲76 489 1,0090 ▲3 592 357

833 1,753 1,350 548

　－ 

　－ 

▲4

▲4

▲4

▲4

- ２ -



2007年(平成19年) 12月５日

7705

平成20年3月期　中間　個別決算(分析機器+自動認識)

販管費・営業外損益・特別損益　内訳
単位：千円(単位未満 切捨て)

 (前期)  (当期)

第40期 中間 第41期 中間 前期 当期

（販管費） 前期 当期 増減額 平成18年9月 平成19年9月 増減額 増減率
（営業外収益）

運賃荷造費 55,885 54,292 △1,593 売 上 6,773,986 6,302,821 △471,164 △ 6.96 受取利息 3,544 5,303

広告宣伝費 82,159 104,146 21,987 売 上 原 価 4,496,144 4,173,924 △322,219 △ 7.17 受取配当金 59,880 76,864

貸倒引当金繰入 0 8,068 8,068 売 上 総 利 益 2,277,841 2,128,896 △148,945 △ 6.54 為替予約評価益 28,373 0

役員報酬 54,902 58,298 3,396 販 管 費 1,732,446 1,824,728 92,281 5.33 為替予約解約益 0 0

役員賞与引当金繰入 9,440 0 △9,440 為替差益 10,156 15,363

給料手当 506,151 543,164 37,013 営 業 利 益 545,395 304,168 △241,227 △ 44.23 雑収入 19,898 45,727

賞与 39,693 39,577 △115 計 121,854 143,258

賞与引当金繰入 145,405 127,134 △18,270 営 業 外 収 益 121,854 143,258 21,404
（営業外費用）

退職給付引当金繰入 △2,011 △6,915 △4,904 営 業 外 費 用 22,677 80,735 58,058 支払利息 4,754 11,264

役員退職給与引当金繰 8,269 5,750 △2,519 手形売却損(割引料) 0 1,496

法定福利費 92,280 98,563 6,283 経 常 利 益 644,572 366,691 △277,881 △ 43.11 たな卸資産廃棄損 0 36,058

福利厚生費 10,859 14,401 3,542 たな卸資産評価損 9,126 14,821

賃借料 73,467 76,538 3,071 特 別 利 益 20,791 227,176 206,385 為替予約評価損 0 13,698

減価償却費 49,216 54,523 5,307 特 別 損 失 25,975 50,187 24,211 雑損失 8,796 3,395

公租公課 22,919 25,260 2,341 計 22,677 80,735

交際費 4,600 4,896 295 税引前当期利益 639,387 543,679 △95,708 △ 14.97
（特別利益）

旅費交通費 66,880 80,428 13,547 貸倒引当金戻入益 550 176

通信費 18,689 19,649 960 法 人 税 等 226,000 63,000 △163,000 福島市助成金収入 0 174,960

試験研究費 324,810 329,988 5,178 法人税等調整額 16,611 98,796 82,185 投資有価証券売却益 20,240 52,040

支払手数料 41,893 63,277 21,383 計 20,791 227,176

車両費 10,377 11,001 624 当 期 利 益 396,776 381,883 △14,893 △ 3.75
（特別損失）

消耗品費 38,266 36,211 △2,055 固定資産除却損 765 1,412

その他 78,289 76,469 △1,819 参考(概算) 貸倒引当金繰入 25,210 8,774

計 1,732,446 1,824,728 92,281 売上総利益率 33.63% 33.78% 0.15% 役員退職慰労金 0 40,000

営業利益率 8.05% 4.83% -3.22% 計 25,975 50,187

経常利益率 9.52% 5.82% -3.70%

ジーエルサイエンス　　

kazu-takahashi
テキストボックス
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◆分析機器事業 

平成 20 年３月期 中間決算説明会 資料
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【10.26 固相セミナー デモンストレーション風景】  【8.29～31 2007 分析展】 

 
1. 第 41 期上期業績について 
 
 第 41 期（平成 20 年３月期）上期の分析機器事業の売上実績は 5,879,534 千円で、計

画 6,809,000 千円に対して、計画達成率 86.3％、前年同期比 90.3％という結果でした。 
 
売上総利益については計画 2,383,340 千円に対して 1,929,967 千円で達成率 81.0％、

前年同期比89.4％、また営業利益については計画526,500千円に対して245,964千円で、 
達成率 46.7％、前年同期比では 45.6％という結果でした。 
 
 第 41 期上半期におきましては、第一四半期（４～６月）が特に新年度予算の執行の

遅れが大きく影響して低調に終わりました。第二四半期におきましても、予算執行の動

きは鈍く、装置類の受注が伸びず、それにつられる形で消耗品も低調に終わりました。

（前年同期比 1.1％減）こうした厳しい業況下におきまして、販売価格の競合も熾烈を

きわめ、また原材料価格の高騰も相俟って収益性も損なう結果となりました。 
 
上期業績低迷の主な要因   
① 環境関連ユーザーの低迷。 水質分析用更新需要が一段落しました。  
② 大手ユーザーの予算引き締めがありました。   
③ 大手ユーザーの合併・事業所移転に伴う、買い控えがありました。  
④ 市場が小さくなり競合が激化しました。  
⑤ ネット購買における競合見積価格に対応するため、利益が低減しました。 

 



2. 主力製品群の動向について 
「イナートファミリー」 

  ・イ ナ ー ト シ ル(InertSil)：ＬＣ(液体クロマトグラフ)充填カラム 

  ・イナートキャップ(InertCap)：ＧＣ(ガスクロマトグラフ)キャピラリーカラム 

  ・イナートセップ(InertSep)：試料前処理用固相カートリッジ 

 
イナートファミリー 
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① イナートシル（液体クロマトグラフ用充填カラム）につきましては、ハイスピー

ドセパレーションＨＰＬＣカラム イナートシル ODS-3 2μｍをリリースした

効果もあり、ODS-3 シリーズとしての売上は伸ばすことは出来たものの、他のシ

リーズについては、他メーカー製品との競合が厳しく、イナートシル全体としては、

前年度比 2.3％の伸びと低調な結果に終わりました。 
② イナートキャップ（ガスクロマトグラフ用キャピラリーカラム）につきましては

新製品やキャンペーン効果もあり、本数では前年同期比 8.3％伸びたものの、価格

競合が厳しく売上ベースでは 2.4％と低い伸びに留まりました。 
③ イナートセップ（試料濃縮用固相カートリッジ）については５月に品揃えを充実

させてリリースした結果、食品ポジティブリスト制度ニーズを中心に相応の成果を

挙げることが出来ました。自社固相全体では前年同期比 4.2％の伸びでした。 
 
 
 



「主要装置動向」 
 ガスクロマトグラフ GC-4000 については見込んだ数量をほぼこなすことが出来

ましたが、価格競合の影響などにより、売上では前期比 1.2％の伸びでした。 
 
 
 
 
 
 
 
 【分取システム ＋ GC－４０００ 】 

 
 水分析関連装置であるパージ＆トラップ装置 5000J は上期実績２１台でした。 

通期は約４０台を予定しています。期初の計画通りです。 
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 固相自動抽出装置アクアトレース 699 は、平成 16 年 4 月施行の「新水質基準」

による特需も収束した感があり、その減少はほぼ見込み通りでした。 
上期実績２１台、通期 40 台の見込みです。（前期 36 台） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記の水質関連製品、パージ＆トラップ装置 5000J、固相自動抽出装置アクアト

レース 699 の両方合わせ、前期比 7 千 9 百万の落ち込みは影響大でした。 
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 液体クロマトグラフ GL-7400 につきましても、受注競争、価格競合が激烈を極め、

台数としては前期を若干上回ったものの売上では前期比で 5.7％減となり、目標を

大きく下回る結果に終わりました。 
 
海外市場の動向 
海外市場への主力製品であるイナートシルの上半期実績は全体で２１．１％と良好な伸

びでした。地域別で見るとアジア地区での伸びが大きく、特にインドでは前年度比４１．

２％アップと大幅な伸びでした。 
 
 
3. 下期の市場動向と見込みについて 
 
 下期におきましても原油価格の高騰を下地とした原材料価格の上昇傾向が見られ、熾

烈な受注競争、価格競合など厳しい業況は続きますが、”イナートファミリー“を中心

に｢残予算獲得キャンペーン｣や「ご当地セミナー」を含む各種セミナーなどを地道に行

い、消耗品の売上を確保してまいります。 
 
【消耗品】 

「イナートファミリー」 

  ・イ ナ ー ト シ ル(InertSil)：ＬＣ(液体クロマトグラフ)充填カラム 

  ・イナートキャップ(InertCap)：ＧＣ(ガスクロマトグラフ)キャピラリーカラム 

  ・イナートセップ(InertSep)：試料前処理用固相カートリッジ 

 

① イナートシル 
７月に発売した『ハイスピードセパレーションＨＰＬＣカラム イナートシル 
ODS-3 2μｍ』を中心に拡販を引き続き行います。下半期３００本の受注を目 
指します。主な需要先は製薬ユーザーです。 

 
② イナートキャップ 

新製品のイナートキャップ PureWax（ピュアワックス）を２００８年１月より 
発売開始致します。主な需要先は酸性サンプルを扱うケースが多い香料、食 
品分析を行うユーザーです。下半期１５０本の受注を目指します。 

 
③ イナートセップ 

５月より発売開始しました前処理固相抽出カートリッジ『イナートセップシリー 
ズ』は全てが新製品ですので拡販を引き続き行います。主な需要先は食品関連ユ 
ーザーを筆頭に全ての分析を行うユーザーが対象となります。 
 



【装置】 
① 全自動キャニスター濃縮導入システム 

ＡＥＲＯ（アエロ）タワーシステムＡＣＳ－２１００ 
平成 8 年の大気汚染防止法改正に伴い、平成８年、９年を中心に１００台を越え

る納入実績があります。納入後１０年を経過し、更新需要が発生するタイミング

となりましたので、ＧＬサイエンスオリジナルの全自動キャニスター濃縮導入シ

ステムＡＥＲＯ（アエロ）タワーシステムＡＣＳ－２１００を発売しました。 
引き合いは好調であり、下半期は１０システムの受注、売上額にして約１億円を

見込んでおります。主な需要先は自治体の環境研究所、委託分析機関等です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

② 全自動分注システム MICROLAB（マイクロラボ）シリーズ 
引き合いは上期から好調ですので下半期は７台の受注を予定しております。 
全自動分注システムは機器分析の試料の前処理と分析機器へのサンプリングを自

動化するために使用します。主な需要先は製薬メーカー、臨床検査機関です。 
 

 
国内市場におきましては下期に入り、消耗品の動きもやや回復してきており、装置類に

ついても、自動車関係の特注装置の引き合いなどが徐々に出てきており、明るい材料と

言えます。 
 
海外においては、島津製作所との合弁会社である｢島津技迩（上海）商貿有限公司｣も、

１０月より実質営業を開始しており、今後期待したいと思います。 
今期分としては、約 4,000 万円ほどの売上を見込んでおります。 
 
（分析機器事業全体の第４１期通期売上として、１２４億、売上総利益率 33％を見込

んでおります） 
 
                                   以 上  
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◆自動認識事業 
 

41 期 中間決算説明会資料 
 

 

１．第 41 期上期売上計画・利益計画達成概況について 

・売上実績はシステム部門でほぼ確定していた大型受注見込み 2 案件（総額 60,000 千円）の思

わぬ失注の影響により 424.672 千円となり、計画（435,000 千円）を僅かに割り込み、達成率

では 97.6％の結果に止まりましたが、前期比では 159.9％と大きく伸ばすことができました。 

・また、営業利益ではデバイス関連で比較的利益率の高い完成系製品群（高付加価値製品と位

置付けしている製品群）が好調に推移したため売上総利益率を押し上げ計画 44,720 千円に対

し達成率 130％の 58,203 千円の実績をあげることが出来ました。 

 

 

２．市場の動向《文中は日本自動認識システム協会が作成した資料を参考としています》 

・日本自動認識システム協会による『2006 年度自動認識機器の市場動向調査』によると、RFID

関連の出荷実績は前年比 12.9％増となりバーコード関連（3.9％増）、バイオメトリクス（3.7％

増）に比べ大きな伸びを示しており、2007 年度の予想値でも自動認識機器全体の出荷金額は

2,807 億の前期比 10.9％増と予想し、この中で RFID 関連は 576 億（RFID 機器、タグおよ

びソフトウェア含む）と予想、前年比 33.0%増以上の大幅拡大を期待しております。 

・このような高い伸びを期待する背景には、政府の IT 戦略本部が策定した『IT 新改革戦略』

による IT 化の第２ステージとして 

① IT を駆使した環境配慮型社会の実現 

② IT による防災・治安・食の安全・安心の確率 

③ IT 経営の確立による企業競争力の強化をめざす 

などを標榜し、その中で新しい価値創造の基盤的ツールとして RFID などの自動認識技術を

活用したアプリケーションが強く期待されていることが要因しているとみています。 

・さらには景気回復による設備投資の増加や RFID 関連（装置・RF タグ・IC タグ・電子タグ）

活用の裾野が急ピッチに拡大していることに有るとしています。 

当事業本部においてもセキュリティ分野、アミューズメント分野の消費生活部門に加え工場、

物流、流通などの産業分野からの引合も増大し裾野の拡大を実感しております。 
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３．セグメント別活動報告 

 １）システム部門 

  ・システム部門の売上は 115,628 千円と、計画 120,500 千円に対し達成率では 96.0％でした

が、小口案件の積上げや新規に投入した入退室管理システム『JaniorHSD システム』

（Janitor＝管理人・門番・守衛という意味です※カタログを参照願います）が上期で 5 施

設に導入するなど好調に推移し、前期比では 163％の伸びとなりました。 

さらに、今上期中に多数の大型案件の受注を積上げることが出来たので通期では計画の

240,000 千円を達成することを確実にし、3 億超を見込める状況となりました。 

  ・個人情報保護法、SOX 法（2008 年度より）の施行など情報管理の重要性が認識されるな

か施設の入退室管理を違和感無く確実に運用できるシステムが求められていますが、非接

触 ID カード（タグ）を利用したシステムは接触式デバイスやバイオメトリクスを利用した

システムに比べ利便性が高い（利用される状況によっては判断が分かれるが一般的に・・）

との認識から今後、益々需要は高まって行くと予想しています。 

  ・また、今回発表した『JaniorHSD システム』は協業 2 社と企画した構築製品でありますが、

入退室管理に『監視カメラシステム』を連携させたものをパッケージ化した製品であり、

高度な管理を実現できるための拡張性も備えた製品ですが、当社を含めた 3 系統の販路も

獲得し今後の主力製品と期待される製品です。現在 10 件の引合い案件に対応中です。 

 

 ２）デバイス部門 

  ・デバイス部門では、 

①警備機器メーカー、タイム情報機器メーカーなどの安定取引先からの受注停滞 

②住宅向け特殊錠、アミューズメント向けリーダの開発遅延（客先要因） 

③特に警備機器メーカー向けで計画したタグの受注では計画の 40.0％に止まる 

などのマイナス要因が重なりましたが、一方大型案件（壁付けリーダの大量受注）を取込

むことが出来た結果、売上実績は 309,042 千円と計画（314,500 千円）を僅かに不足し達

成率 98.3％でした。 

また、利益率の高い完成系の製品群（壁付けリーダなど）の売上を伸ばすことが出来た結

果、事業部全体の営業利益段階で計画達成率 130％を実現する大きな要因となり、この傾

向は下期にも継続されると予想しています。 

  ・当事業本部では前期より高付加価値製品（制御機能を含んだ高機能カードリーダやマルチ

プロトコルリーダなどの完成系商品群）の開発を急ピッチで進めております。これまでは

各種機器メーカー向けをターゲットとして、比較的開発負担が少ない機器組込み型のリー
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ダライタを中心に開発して来ました。これは短期に開発し速攻で市場投入することで当社

RF 製品の普及度と知名度を上げる目的でした。この結果、機器組込み型の年間出荷台数は

カスタマイズものを含め約 10 万台程度となり売上の大きな柱になって来ております。 

・また、これらの販売により市場ニーズの把握やマーケティング活動を効率的に行えた結果、

システム・インテグレータやシステムメーカー、ソフトウェア開発メーカーをターゲットに

最終完成系製品群開発に取り組む判断をしました。前期では汎用の『防滴仕様の壁付けカー

ドリーダシリーズ』（開発完了）をはじめ『入退室管理用コントローラ付リーダ XRC シリ

ーズ』（開発中：限定出荷有り）の開発量産に着手しました。独自開発のため機構設計や細

かな仕様決定に多くの時間を費やしていますが『防滴仕様の壁付けカードリーダシリーズ』

は前期後半から売上に貢献し、今期上期でも予想を超えて販売実績を伸ばしております。『入

退室管理用コントローラ付リーダ XRC シリーズ』も一部の仕様に限定して販売を開始しま

したが好調に推移しております。今期では 4 アイテムの開発に着手しておりますが今下期よ

り順次営業リリースして行く予定でおります。大きく成長する製品群となることを確信して

おります。 

 

 

４．下期の見込み 

下期ではシステム関連は『JaniorHSD システム』シリーズの引合いが活発であることや新規

開発品の『XRC100』スタンドアローンタイプがリリースされることなどで好調に推移すると見

込んでいます。不安材料としては受注している大型３案件が全て 3 月に導入工事（検収）が集

中することですが、これらを問題なく完了できれば通期計画を大幅に上回る見込みです。 

デバイス関連では開発が遅れている（客先での理由による）製品の納入が実行されることや

新規開発品『XRC100』（システム化されない単品販売）、『埋め込み型カードリーダ（XR01）』、

『機器組み込み用一体型 NFC マルチリーダライタ』など今後主力となる製品群がリリースされ

ることにより通期計画は達成できる見込みです。 

以上 
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